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自嶺丸船尾甲板上の作業

中部太平洋のマンガン団塊の調査航海における状況である.予定され

た採泥点に船が到着すると速力を落しただちにエアガンノ･イド回ホ

ン及びプ回トン磁力計センサｰの揚収か行われ(写真左)同時にフ

リｰホｰルサンプラｰの投入準備が開始される12個ないし4個のフ

リｰホｰルサンプラｰは20kgの鈍りを2つ付け数分母に1個づつ投入

5,0001nの海底に沈んで行き写真撮影とサンブノレを採取して約2時間

後に浮上する･波浪高くロｰリングやピッチングのはげしい動揺にな

やまされながらの作業はきびしい(本文参照)

(写真･文とも正井義郎)
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